
　日常生活が困難な方や子育て中の家族を支援するために、地域の方（協力
会員）が参加し協力してもらう、会員制の地域相互援助サービスです。�

＊協力会員の皆様には

活動した時間分（1時間 

800 円～ 1,200 円）の

謝礼金が支払われます。�

○利用会員宅を訪問し、�
　家事や身の回りのお世話などを�
　していただきます。�
　（ホームヘルプサービス）�

○協力会員宅、または利用会員宅での�
　子どものお世話、保育園・学童クラブなど�
　への送迎などをしていただきます。�
　　　　（ファミリー･サポート）�

利  用  会  員�

社会福祉協議会� 協力会員�

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と�

協
力
の
仕
組
み�

社
協
職
員
の
訪
問
等�

に
よ
る
会
員
登
録�

利
用
希
望� サ

ー
ビ
ス
の
提
供�

謝
礼
金
支
払
い�

協力依頼�

1

2
4
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　広報で協力会員募集を拝
見し、地域の役にたてばと
思い、窓口で励まされ９年間、
同年代の方に自信を持って
いただければと活動を続け
てきました。話を良く聞き
５センチ後ろから支える気
持で接しております。「次
回も待っています」という
声を聞く喜びは私にとりま
しても生き甲斐です。�

協力会員さんの声�
村田 淳さん〈=写真右〉�

ご一緒にお出掛け。�



�

　杉並区社会福祉協議会では、歳末
たすけあい運動の募金をもとに、地
域福祉を推進する活動及び団体の立
ち上げを助成します。

 対象となる団体・事業、助成額 

�福祉施設、当事者団体
　＝地域福祉活動費として 10万円以内
�ボランティアグループ、
　非営利住民団体
　＝地域福祉活動費及び団体立ち上

げ費として 1団体 30万円以内

 申込期間 

平成17年 6月 15日„ ～7月15日»
（事前予約の上、申請書類を持参して
ください）

 募集要項の配布・問い合わせ 

地域福祉推進係
　TEL：5347－1017

地域福祉活動を応援します
（平成17年度地域福祉活動費2次募集）



杉並区社会福祉協議会評議員を
公募いたします。

　杉並区社会福祉協議会定款の規定に基づき、次
のとおり評議員を募集いたします。

　評議員の権限として、予算、決算、基本財産の
処分、事業計画及び事業報告等、法人の経営に関
する重要事項について審議していただきます。

 応募資格
　　杉並区内に居住する者。

 募集人員
　　５名

 申込手続き
　氏名、住所、生年月日、職業等を記入し、「志望
動機及び地域福祉推進に関する意見や提言」を４００
字にまとめ、持参又は郵送にて総務係まで申し込
んでください。

 募集期間
　平成１７年６月１日（水）から６月３０日（木）

 委　　嘱
　応募者の中から選考委員会において選考の上、
委嘱いたします。

　問い合わせ先：総務係　TEL：5347 － 1010
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平成 16年　一般会計　収支決算報告

１
社
協
あ
り
方
検
討
会
及
び

推
進
委
員
会
の
立
上
げ

　
　

杉
並
社
協
の
今
後
の
あ
り
方

を
検
討
し
、「
サ
ー
ビ
ス
の
統

合
」「
相
談
窓
口
の
一
本
化
」
な

ど
、
よ
り
身
近
な
社
協
を
目
指

し
動
き
出
し
ま
し
た
。

２
新
潟
県
中
越
地
震
に

　
　
　

職
員
を
派
遣
（　

月
）

10

　
　

地
震
発
生
直
後
か
ら
小
千
谷

市
へ
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、

職
員
を
2
週
間
に
わ
た
り
計
5

名
派
遣
し
ま
し
た
。

３
杉
並
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
（　

月
）

12

　
　

大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図

り
、
多
方
面
か
ら
の
社
協
の
P

R
に
努
め
て
い
ま
す
。

４
う
ぇ
る
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
4

の
開
催
（　

月
5
日
）

12

　
　

障
害
者
週
間
事
業
と
合
同
で

開
催
。
今
年
も
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
　

今
年
初
の
試
み
と
し
て
、
自

然
環
境
を
考
慮
し
た
「
デ
ィ
ッ

シ
ュ
・
リ
ユ
ー
ス
（
食
器
の
再

利
用
）」
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
が
、
来
場
者
の
協
力
で
大

き
な
混
乱
も
な
く
、
今
後
の
取

り
組
み
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

５
杉
並
ト
ー
チ
ラ
ン
へ
の

　

協
力
（　

月
）

11

　
　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ク
ス

に
お
け
る
聖
火
リ
レ
ー（
ト
ー
チ

ラ
ン
）
を
区
内
9
か
所
で
開
催
。

商
店
会
・
町
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
力
に
よ

り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
大
盛
況
で

し
た
。

●　平成 16年度 杉並社協の主なトピックス平成 16年度　杉並社協の主なトピックス　●

模擬体験用車椅子・用具の貸出
をしています

　学校や施設・事業所などに、各種講習
会・福祉教育等の体験用として使える用
具の貸出を行っています。

　　　　　　区内在住・在学・在勤の方

　　　　　　原則として 1週間

　　　　　　来所の上「体験用借用書」　
　　　　　　に記入・捺印をしていただ
　　　　　　きます。

　　　　　　　○高齢者疑似体験セット
　　　　　　　○スタンダード式車椅子
　　　　　　　○白杖　　　
　　　　　　　○点字練習機

　　　　　　　　地域福祉推進係
　　　　　　　　TEL：5347-1017   
　　　　　　　　FAX：5347-2063
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対　　象

貸出期間

貸出手続

貸出物品

問い合わせ先：

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

①
地
域
福
祉
活
動
を
行
う
団
体
へ
の
助
成　

　

区
内
の
福
祉
団
体
や
福
祉
施
設
、
N
P
O
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
行
う
地
域
に
向
け
た
福
祉
活
動
に
対
し

て
、
一
般
公
募
し
、
審
査
の
上
助
成
し
ま
し
た
。

②
小
地
域
福
祉
活
動
「
き
ず
な
プ
ラ
ン
」
の
実
施　

　

住
民
相
互
の
さ
さ
え
あ
い
活
動
と
し
て
よ
ろ
ず
相
談
所

（
悩
み
ご
と
相
談
）
の
運
営
、
育
児
相
談
会
、
地
域
福
祉
講
演

会
を
開
催
の
他
、
小
地
域
の
情
報
提
供
と
し
て
広
報
紙
を
発

行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
き
ず
な
サ
ロ
ン
で
の
地
域
と
の
交
流

の
中
で
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報

提
供
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
そ
の
き
ず
な
サ
ロ
ン
か

ら
１
地
域
、
小
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
基
盤
の
整
備
が
具
体

化
し
ま
し
た
。

③
広
報
紙
「
す
ぎ
な
み
社
協
」
の
発
行　

　

杉
並
区
内
の
福
祉
に
関
す
る
広
報
・
啓
発
の
た
め
広
報
紙

「
す
ぎ
な
み
社
協
」及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
た
め
に
使
用

し
ま
し
た
。

④
「
う
ぇ
る
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催　

　
　

月
5
日
に
、
施
設
や
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を

12
始
め
、
住
民
に
向
け
て
の
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

理
解
を
広
げ
る
た
め
、
区
内
福
祉
団
体
や
福
祉
施
設
・
N
P

O
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
福
祉
ま
つ
り

「
う
ぇ
る
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
４
」を
セ
シ
オ
ン
杉
並
で
開
催
し

ま
し
た
。

⑤
車
椅
子
の
貸
出　

　

短
期
的
に
車
椅
子
を
必
要
と
し
、
介
護
保
険
や
障
害
者
の

制
度
で
は
利
用
で
き
な
い
方
を
対
象
に
無
料
で
貸
出
ま
し
た
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
も
と
も
と
、
貧
困
の
た
め
生
活

が
安
定
し
な
い
方
の
た
め
に
、
歳
末
に
「
お
も
ち
代
」
を
各

家
庭
か
ら
集
め
て
配
布
し
た
、
と
い
う
自
然
発
生
的
な
活
動

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
近
年
、
福
祉
制
度
の
確
立
に
よ

り
救
貧
的
な
目
的
の
「
見
舞
金
」
は
全
国
的
に
見
直
し
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
東
京
都
共
同

募
金
会
の
打
ち
出
し
た
方
向
性
に
基
づ
き
、
よ
り
広
い
意
味

で
の
福
祉
に
役
立
て
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
地
域
福
祉
活
動

の
振
興
の
た
め
の
資
金
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
●　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
目
的

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

平
成　

年
度　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

16

下記３町会からもご協力いただきました。
ありがとうございました。

　阿佐谷南三丁目親和会
　阿佐谷南三丁目町会
　久我山東自治会　　　（五十音順・敬称略）

平成 16年度の会計と事業について報告します



　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
以
後
、
民

生
委
員
と
表
記
）
の
方
と
は
以
前
よ
り

会
員
募
集
の
呼
び
か
け
や
生
活
福
祉
資

金
の
貸
与
、
車
椅
子
の
貸
出
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
と
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年　

月
の
民
生
委
員
一

11

斉
改
選
で
退
任
さ
れ
た
、
前
杉
並
区
民

生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
の

長
津
玲
子
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、
社

協
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
。

民
生
委
員
へ
の
き
っ
か
け

　
 
小
学
生
の
頃
か
ら
、
親
か
ら
も
変
な

子
ど
も
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
正
義
感
が

強
く
て
な
ん
で
も
公
平
が
好
き
な
子
で

し
た
。
当
時
は
敗
戦
後
で
食
糧
不
足
で

し
た
。
家
に
同
居
し
て
い
た
祖
母
の
食

事
の
量
が
少
な
い
こ
と
が
気
に
な
っ
て
、

食
べ
盛
り
の
自
分
と
同
じ
量
に
し
て

ち
ょ
う
だ
い
と
母
に
言
っ
た
り
…
。
民

生
委
員
に
な
っ
た
の
は
、
夫
と
、
自
分

の
父
親
を
見
送
り
、
子
ど
も
も
高
校
生

と
大
学
生
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
何
が
出
来
る
か
と
、
心
に
空
白
の

あ
っ
た
と
き
に
お
話
が
あ
り
、「
私
み
た

い
な
タ
イ
プ
が
民
生
委
員
に
い
て
も
い

い
じ
ゃ
な
い
」
と
、
縁
談
と
一
緒
、「
巡
り

合
わ
せ
」
で
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

社
協
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

そ
の
頃
の
社
協
は
こ
じ
ん
ま
り
と
し

て
、
民
生
委
員
と
は
、
高
齢
者
と
語
る

会
や
昼
食
会
な
ど
の
奉
仕
活
動
で
、
一

心
同
体
の
よ
う
に
親
し
く
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
社
協
の
事
業
が
拡
大
し
て
い

く
中
で
、
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
市
民
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

的
な
活
動
が
増
え
て
、
底
辺
の
活
動
を

続
け
る
民
生
委
員
の
福
祉
活
動
と
は
か

け
離
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
民
生
委
員
は
今
も
全
員

が
社
協
会
員
で
あ
り
、
共
に
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
組
織
と
し
て
協
力
し
て
い

け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
社
協
の
事

業
の
拡
大
と
福
祉
活
動
に
民
生
委
員
自

体
も
つ
い
て
い
け
ず
、
社
協
会
員
募
集

の
呼
び
掛
け
に
は
大
変
苦
労

し
て
い
ま
す
。
社
協
の
必
要

性
を
納
得
し
て
も
ら
え
る
説

明
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
れ
ば

助
か
り
ま
す
。

社
協
の
活
動
に
つ
い
て

　
「
ふ
れ
あ
い
の
家
」
や
「
き
ず
な
プ
ラ

ン
」
の
活
動
は
、
先
に
社
協
が
地
域
に

持
ち
か
け
て
立
ち
上
げ
る
よ
り
、
む
し

ろ
、
地
域
の
要
望
を
聞
い
て
か
ら
行
う

こ
と
が
、
資
金
を
有
効
に
使
う
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
地
域
に
入

り
、
住
民
の
た
め
の
活
動
を
社
協
が

行
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
社
協
の
必

要
性
を
P
R
し
、
そ
の
地
域
の
皆
さ
ん

に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き

か
け
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
は
、
あ
ま
り
に
細
か
い

字
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い

て
も
、
伝
え
た
い
こ
と
を
絞
っ
て
分
か

り
や
す
く
伝
え
な
い
と
、
せ
っ
か
く

配
ら
れ
て
も
、
な
か
な
か
読
ん
で
も
ら

え
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
、
社
協
が
事
業
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
が
、
窓
口
の
一
本
化
や
広

報
活
動
の
一
本
化
に
は
賛
成
で
す
。
社

協
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や

す
く
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
ふ
れ
あ

い
の
家
な
ど
の
空
い
て
い
る
空
間
を
地

域
に
開
放
し
て
も
ら
え
る
と
、
区
民
に

も
身
近
な
社
協
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

  
さ
て
、
今
後
は
、
私
的
に
は
、
民
生

委
員
活
動
中
も
続
け
て
い
た
趣
味
の
能

や
書
道
な
ど
で
も
新
し
い
挑
戦
を
し
、

健
康
に
も
今
ま
で
以
上
に
留
意
し
て
、

心
豊
か
な
生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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私たちは杉並の地域福祉活動を応援しています。

　杉並社協では、この 4 月から自ら変革に取り組んでいます。「さんあいサービス」と「ファミリー・サポートセンター」をまとめて「ささえあい係」としたのもその一つ。１２０号
では、子育て援助や家事援助を要望する人とそれに手を貸したい人の双方の希望を結びつけるささえあい係の新しい取り組みを紹介しています。ささえあい係も頑張ります。どう
ぞ手を貸してくださる方も宜しくお願いします。（原）

編集後記

う
ぇ
る
く
ん
は
地
域
福
祉
活
動
の
種
。彼
の
名
前
に
は
、そ
の
種
を「
植
え
る
」、福
祉
を
意
味
す
る「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」、

皆
さ
ん
ご
一
緒
に
と
い
う
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」の
３
つ
の
想
い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

　すぎなみ社協だよりは環境に配慮して、古紙配合率１００％の再生紙、大豆油インキを使用しています。　

　　　　　　　　　　〈団　体〉　　　　　　　　　　
岩松ダンス教室 ……………………………… 60,000 円
ＡＳＡ西浜田山 ……………………………… 16,000 円
社団法人　杉並法人会
　　　社会貢献委員会 ……………………… 35,796 円

杉並区新聞販売同業組合 ………………… 100,000 円
天沼中学校卒業生父母の会 ………………… 20000 円
世界平和女性連合　東京第 4連合会 ……… 20000 円
（株）ＦＦＳ味噌一　高円寺店 ……………… 30,000 円
（株）ＦＦＳ味噌一　荻窪店 ………………… 30,000 円
東京土建一般労働組合杉並支部 ………… 306,206 円
杉並工業高校生徒会 ………………………… 34,409 円
杉並区更生保護女性会 ……………………… 13,000 円
馬橋寿会 ……………………………………… 12,000 円
医療法人　荻窪病院　看護部 ……………… 50,000 円
ＪＡ東京中央　ゴルフ城西会 …………… 100,000 円
ＪＡ東京中央　城西地区　女性部 ……… 100,000 円
タウンセブン会 ……………………………… 20,000 円
株式会社大一ハウジング ………………… 500,000 円

　　　　　　　　　　〈個　人〉　　　　　　　　　　
故北原歌子親族一同 ……………………… 200,000 円
高戸　恭子 …………………………………… 10,000 円
柳田　斌 …………………………………… 100,000 円
河辺　尚之 …………………………………… 9,100 円
匿名（２１名） ………………………………… 145,090 円

平成１７年２月１日～平成１７年４月３０日

長津玲子さん
久我山在住。平成
16年 11月末に退任
するまで 31 年にわ
たり、民生委員・
児童委員として活
動し、宮前地区会
長として 12 年、杉
並区民生委員・児
童委員協議会副会
長を７年在任され
ました。

パンを一緒に作ってみませんか !
体の不自由な人たちが作るパン教室です。

お手伝いをしながらおいしいパンを食べましょう。
日　　時：第１回　6月 19日（日）10:00 ～ 13:00
　　　　　第２回　9月 18日（日）10:00 ～ 13:00
場　　所：高井戸地域区民センター　調理室
講　　師：月岡パン教室・月岡　八重子
対　　象：中学生以上
定　　員：各回 10名（１回だけでも可・先着順）
費　　用：1,000 円（材料費）
申　　込：往復ハガキで 6月 10日（金）までに
　　　　　　月岡（〒 167-0033 清水 1-5-13）へ
【問合せ】　杉並区肢体不自由児者父母の会　月岡
　　　　　　TEL：3392 － 1467


